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要     旨 

【目的】非結核性抗酸菌、中でも Mycobacterium abscessus subsp. abscessus (M. abscessus)による肺

疾患は近年世界的に増加しているが、βラクタム薬をはじめ、複数の抗菌薬に自然耐性であることから、

治療に難渋する場合が多い。治療としては、静注抗菌薬を中心とした導入治療を入院下で行った後、内

服抗菌薬を中心とした維持治療を外来で長期間行うが、後者の選択肢となる抗菌薬は非常に限られてい

る。維持期の外来治療において有効で安全に使用できる全経口レジメンの探索が急務となっており、本

研究では、これを目的に据えた。近年開発が進む環状ボロン酸系βラクタマーゼ阻害薬は M. abscessus

が産生するクラス Aβラクタマーゼを阻害し、βラクタム薬の効果を復活させるとされている。同阻害

薬のうち経口投与が可能な xeruborbactam と、5 種のβラクタム薬 (amoxicillin, tebipenem, cefdinir, 

cefuroxime, cefoxitin)を併用した場合の M. abscessus に対する効果を in vitro で検討した。                                           

【研究対象及び方法】2005 年 8 月から 2014 年 5 月に複十字病院にて 43 名の患者から分離された 43 

株の M. abscessus 臨床分離株を対象とした。CLSI M24 3rd ed に準拠した微量液体希釈法で抗菌薬の 
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感受性試験を行った。各βラクタム薬単剤、あるいは xeruborbactam 4 µg/mL との併用で、minimum 

inhibitory concentration (MIC)がどう変化するのかを比較した。                                             

【結果】Xeruborbactam は tebipenem, amoxicillin, cefuroxime, cefdinir の MIC90を 3 管から 5 管低

下させ、いずれも有意な変化であった。Cefoxitin の MIC90は xeruborbactam 併用の有無で変化しなか

った。最も MIC90が低かったのは xeruborbactam と tebipenem の組み合わせであり、MIC 2 µg/mL

が 1 株、4 µg/mL が 42 株だった。                                            

【考察】今回用いた薬剤のうち CLSI で M. abscessus に対するブレイクポイントが示されているのは

Cefoxitin のみである。同系統の薬剤に対するブレイクポイントを参考にすると、tebipenem に

xeruborbactam を併用することで、感受性株が 1/43 株 (2%)から 43/43 株 (100%)に増加した。                                           

【結語】tebipenem と xeruborbactam の併用は、M. abscessus 肺疾患の外来治療における経口レジメ

ンとして有効であると考えられた。                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              


